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ニホンジカの捕獲および栄養状態

ことにより，捕獲数を増加させることがで

きるため，市町村による有害捕獲により十

分に対応できない地域では，狩猟を併用し

て捕獲を進めていくことも検討すべきであ

る．

体重および腎脂肪指数

　試料回収事業において回収されたニホン

ジカ 60 個体のうち，メスは 28 個体であっ

た．これらのうち，回収時にすべての試料

および情報が揃っていた成獣の体重は 39.8 
± 5.5kg（14）（平均±標準偏差（試料数），

以下同様）であり，幼獣の体重は，23.4 ± 
6.3kg（11）であった（表 3, 4）．なお，こ

れらの結果に過去の記録（浅田 2014）を

加え経年変化に着目したところ，前年度ま

での傾向との差異は認められなかった（図

2）．しかしながら，今年度は捕獲個体が少

なかったことから，必ずしも全体の傾向を

把握できていない可能性もある．

また，メス成獣の腎脂肪指数は 112.3 ± 
62.7（14）であり，昨年度までの結果と比

較して高い値を示した（図 3）．これにつ

いては，餌となる植物との関係も示唆され

るものの，現時点ではどのような要因によ

るものかは不明である．

妊娠率

　2013（平成 25）年度に捕獲された成獣

14 個体のうち 13 個体が妊娠しており，妊

娠率は 92.9% であった（表 3, 4）． 1993（平

成 5）年から 2013（平成 25）年までの 20
年間における成獣妊娠率の経年変化から，

2004（平成 16）年までは，年変動がある

ものの 80％前後でゆるやかな減少傾向が

認められたが，2004（平成 16）～ 2010（平

成 22）年には１年おきに増減を繰り返し

ながらも増加傾向となり，2010 年に最高

値（95.2%）を示し，その後，隔年で妊娠

率の増減を繰り返した（図 4）．今年度は，

過去の記録の中で最も低水準であった前年

度（60.7％）（浅田 2014）と比較して高水

準であり，2004（平成 16）～ 2010（平成

22）年の間に認められた妊娠率の増減パタ

ーンに類似の傾向が認められた．しかしな

がら，本県におけるこのようなシカの繁殖

のサイクルがどのような要因によるものか

は不明であるが，各地域（ユニット）にお

ける捕獲個体数を増加させることでより詳

細な検討が可能になるため，今後は有害捕

獲を実施している市町や狩猟者からも情報

を収集することにより，詳細を把握してい

く必要がある．

　また，幼獣 11 個体のうち 1 歳の個体 2
個体についても妊娠が確認された（妊娠率

18.2%）（表 3, 4）．他の地域では，1.5 歳（1
歳 6 ヶ月）以上の個体で繁殖が確認されて

いること，良好な条件下では若齢から繁殖

を開始することから（三浦 1991），本県に

おいても類似の傾向があると言えるだろ

図２ 冬季に捕獲された成獣メス（2 歳以上）

および幼獣（0歳）の平均体重の経年変化
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図３ 県捕獲によって捕獲された成獣メスの腎

脂肪指数（RKFI）の平均値の経年変化
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う．しかしながら，成獣と同様に捕獲数が

少ないため，幼獣の妊娠率についてもさら

なる検討が必要である。

糞中窒素含有率

　今回調査を実施した各ラインにおいて採

集された糞の窒素含有率について，窒素含

有率が 2.51％以上の地点はニホンジカの生

息分布域の辺縁部（2011（平成 23）年度

時点，浅田 2013）であり，1992（平成 4）
年以降に生息するようになった富津市（F1-
4），鋸南町（N3），いすみ市（旧大原町（H1-H2）
および旧夷隅町（IS1）），南房総市（B1，
V および W）の範囲内であり，先行研究

（浅田 2014）と類似の傾向を示した（図 5）．
また，今年度の捕獲数が 1 個体であった長

南町においても，窒素含有率が 2.5% 以上

の地点が 1 地点認められた．すなわち，現

在もなおニホンジカの分布が拡大している

ことが示唆されたことから，これらの地域

においてはニホンジカを含めた被害防除対

策を実施するとともに，市町村における有

害捕獲の際には，ニホンジカも対象とした

捕獲体制を整えていく必要がある．

　一方，20 年以上前からシカの生息が確

認されている，旧鴨川市（G1）および勝

浦市（U1）では 2.1% 以下であり， 1992（平

成 4）年時点の生息域の辺縁部である，富

津市（F2）および鋸南町（N2）について

も 2.1％以下の低い値の地点が確認された

（図 5）．房総地域のニホンジカでは，糞の

窒素含有率が 2.0% を下回ると栄養状態が

悪化して，妊娠率が下がることが知られて

いる（Asada and Ochiai 1999）．この 2.0%
を下回る地域は，20 年以上シカが生息し，

食物である林床植生へインパクトを与え続

けることで，窒素含有率の高い植物が除去

された結果，食物条件が悪化している可能

性があるが，近年拡大した分布域の中でも

窒素含有率が低い場所が見受けられること

は，林床植生に対して短期間で大きなイン

パクトを与えている地域があること，また

分布拡大に伴い，今後そのような地域が拡

大していく可能性を示唆している．加えて，

長南町（C1）のように，捕獲数が少ない

表３　試料回収事業において各市町から回収

されたメスの体重および妊娠状況

回収時に全ての試料および情報が揃っていた

もののみを記載した．

市町名 捕獲月 年齢 体重 （kg） 胎児の有無

鴨川市 3 2 40.0 有

勝浦市 12 2 50.0 有

12 2 40.0 有

1 2 30.0 有

1 2 40.0 有

2 0 20.0 無

2 2 35.0 有

2 2 40.0 有

2 2 45.0 有

2 2 45.0 有

3 2 45.0 有

君津市 12 1 32.0 有

1 0 10.0 無

1 0 20.0 無

1 1 30.0 有

1 2 35.0 無

1 2 32.0 有

1 2 40.0 有

1 2 40.0 有

大多喜町 1 0 20.0 無

1 0 25.0 無

1 0 25.0 無

1 1 30.0 無

2 0 20.0 無

3 0 25.0 無
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図４ 冬季に捕獲された成獣メス妊娠率の経年

変化

図上の値は試料数を表す．
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一方で糞粒の窒素含有率が高い地点が見受

けられたことから，今後も辺縁部における

モニタリングを実施し分布域を把握するだ

けでなく，それらの地域において地元市町

と協力して捕獲を実施し，分布拡大を阻止

していく必要がある．
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